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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの邸を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします.
みんなで諸しあいきまりを守り明るいあびこにします

』」我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858公0471（85）1111
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廃
食
用
油
の
回
収
が

ス
タ
ー
ト
，
薑
毫
薑
言
”

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
査
源
回
収
事
業
の
家
庭
か
ら
出
る
廃
食
用
油
の
処
理
〈
廃
食
用
油
の
出
し
方
〉

一
環
と
し
て
新
た
に
廃
食
用
油
は
古
新
聞
紙
な
ど
に
吸
い
込
ま
せ
家
庭
で
使
用
し
た
天
ぷ
ら
油

の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
た
り
天
ぷ
ら
油
を
薬
剤
で
固
め
て
等
は
カ
ス
を
取
り
除
き
、
月
２

回
収
し
て
き
ま
し
た
。
回
の
査
源
回
収
日
に
ス
テ
ー
シ

隣
の
水
質
浄
化
に
も
つ
な
が
ン
タ
ー
云
罰
）
０
０
１
５

ごみ例収集日程

変更になります

1

’
一

家
漉
選
謬
鯵
迩
２
画
完
全
淑
集
謹
蕊
鮠

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
ご
み
の
減
量
お
よ
び
再
資

源
化
事
業
は
順
調
に
進
み
、
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

７
月
１
日
か
ら
は
家
庭
ご
み
の
週
２
回
完
全
収
集
を
実
施
。

ま
た
、
黄
源
回
収
事
業
で
は
新
た
に
廃
食
用
油
の
回
収
も
始

ま
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

一
扇
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
生
活
環
境
課
Ⅱ

一一一ー

ごみは決められた日に、決められた場

所に正しく出しましょう

現
在
、
市
で
行
っ
て
い
る
ご
み

の
収
集
事
業
は
市
内
を
３
コ
ー

ス
（
月
・
木
、
火
・
金
、
水
・
土
）
に
分

け
て
行
っ
て
い
ま
す
。
収
集
日
が

祝
・
祭
日
と
重
な
っ
た
場
合
は
、
次

回
の
収
集
と
な
り
、
週
１
回
の
収

集
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

新
木
野
１
～
４
丁
目

江
蔵
地

布
佐
布
佐
１
丁
目

布
佐
平
和
台
１
～
７
丁
目

都新
々
田 簗|皇|曾|；

湖
北
台
８
～
加
丁
目

中
峠
中
里

寿
１
～
２
丁
目

栄柴
崎
（
妻
子
原
を
含
む
）

柴
崎
台
１
～
５
丁
目

都
部
新
田

湖
北
台
１
～
６
丁
目

平成4年

7月

三
河
屋
新
田

大
作
新
田

浅
間
前
新
田

布
佐
酉
町

相
島
新
田

布
佐
下
新
田

若
松
緑
１
～
２
丁
目

並
木
５
～
９
丁
目

地

Ｃ
家
蕊
灘
集

4

域

７
月
１
日
か
ら
は
、
家
庭
ご
み

の
収
集
は
、
２
コ
ー
ス
（
月
・
木
、

火
・
金
）
に
変
更
し
、
収
集
日
が
祝
．

祭
日
と
重
な
っ
た
場
合
は
振
替
日

を
あ
て
家
庭
ご
み
の
週
２
回
完
全

収
集
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
収
集
日
程
の
変
更
に
つ

変
更
前

水曜日・土曜日

火曜日・金曜日

火曜日'金曜日

変
更
後

月曜日，木曜日 ｸﾘー ﾝセンター

a(87)0015

い
て
は
、
す
で
に
自
治
会
を
通
し

て
配
布
し
た
ご
み
の
「
収
集
日
程

表
」
「
正
し
い
分
け
方
出
し
方
」
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
み
の
収
集
日
程
表
等

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
市
で
収
集
す
る
ご
み
〉

季
家
庭
ご
み
収
集
は
完
全
週
２

回楽
資
源
回
収
は
月
２
回

晶
雑
芥
ご
み
回
収
は
月
２
回

晶
粗
大
ご
み
２
か
月
に
１
回

◎
搬
出
時
間
ご
み
収
集
当
日
の

午
前
８
時
鋤
分
ま
で
に
決
め
ら
れ

た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

全
一
み
の
出
し
方
は
正
し
く
〉

①
家
庭
ご
み
は
、
袋
の
中
が
確
認

で
き
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
自

分
の
出
す
ご
み
に
責
任
を
も
っ
て

い
た
だ
く
た
め
必
ず
名
前
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

②
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
ご
み
容
器
代
わ

り
に
使
用
し
た
り
、
資
源
に
な
る

紙
や
空
き
カ
ン
、
空
き
ピ
ン
等
混

ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
査
源
自
治
会
を
通
し
て
配
布

し
た
指
定
の
袋
や
容
器
に
分
別
。

古
紙
等
は
種
類
別
に
分
け
十
文
字

に
し
ば
っ
て
く
だ
き
い
・

焼
却
炉

’’

一三’
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

一 ※
７
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
廃
食

用
油
の
回
収
は
指
定
容
器
に
移
し

替
え
て
く
だ
さ
い
。

〈
市
で
収
集
し
な
い
ご
み
〉

挫
薬
・
廃
油
・
土
砂
・
建
築
廃
材

等
は
販
売
店
、
専
門
店
に
返
却
す

る
か
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
依

布
佐
、
布
佐
１
丁
目
、
布
佐
下
新
田

都
、
相
島
新
田
、
三
河
屋
新
田

布
佐
平
和
台
１
～
７
丁
目

大
作
新
田
、
浅
間
前
新
田

布
佐
酉
町
、
新
々
田

並
木
５
～
９
丁
目
（
学
園
通
り
Ｊ
Ｒ

社
宅
の
各
自
治
会
を
含
む
）

栄
、
寿
１
～
２
丁
目

柴
崎
（
城
下
、
妻
子
原
の
各
自
治
会

を
含
む
）

柴
崎
台
１
～
５
丁
目

本
町
１
～
３
丁
目
、
若
松

緑
１
～
２
丁
目
、
我
孫
子
新
田

白
山
１
～
３
丁
目

湖
北
台
１
～
６
丁
目

都
、
都
部
新
田
、
岡
発
戸

湖
北
台
８
～
、
丁
目

岡
発
戸
新
田

湖
北
台
団
地
（
東
側
）

泉
雨
Ｆ
、
△
ｇ
Ｒ
Ｆ
″
守
４
〃
Ｌ
ｕ
■

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
平
成
２
年
度
か
ら
「
焼

却
炉
増
改
造
事
業
」
に
蒲

手
。
工
事
は
順
調
に
進
み
、

４
月
に
は
土
木
建
築
工
事

も
終
わ
り
、
現
在
、
８
月
の

完
成
を
目
指
し
、
急
ピ
ッ

チ
で
内
部
の
機
械
等
の
殻

地

完
成
の
予
定

域

源
回
収

変
更
地
域
）

議
鈩
加
郡

0

置
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
す
る
と
型
時
間
稼

動
で
１
５
０
ト
ン
の
ご
み
を
焼
却

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
煙
突
侭
平
成

４
年
４
月
か
ら
既
設
焼
却
炉
の
施

殻
と
つ
な
い
で
現
在
使
用
し
て
い

ま
す
。

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
引
っ
越

し
や
枝
木
の
手
入
れ
な
ど
、
一
時

的
に
ご
み
が
多
湿
に
出
た
場
合
や

緊
急
に
処
分
し
た
い
場
合
は
、
直

接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
運
ぶ
か

市
の
許
可
業
者
に
お
願
い
し
て
く

だ
さ
い
。 金第

曜2
日4

水第

曜2
日4

金第

I1M1
日3

水第

曜1
日3

木第

暇1
日3

水第

暇2
日4

水第

I1M1

日3

変
更
前

’ ’ ’’
水第

曜1
日3

金第

暇1
日3

第
２
．
４

水
噸
日

木第

峨1
日3

金第

11M2
日4

変
更
後’ ’ ○

’
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防災ｳｫｯﾁﾝダに参加を霜
伽
侶
地
道
な
糧
動

ホ
テ
イ
ア
オ
イ
の
植
栽
と
手
賀
沼
清
掃

安全な街づくりへ
みなさんの協力のもとに第一歩

I。

豪
雨
や
台
風
そ
し
て
大
地
震
：
・
・

災
害
か
ら
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
、
市
民
自
ら
も
参
加
し
て
、

自
活
会
・
町
内
会
等
を
範
囲
に
身

近
な
災
害
危
険
簡
所
を
調
べ
、
災

害
防
止
の
診
断
プ
ラ
ン
を
ま
と
め

る
。
そ
れ
が
前
号
で
も
紹
介
し
た

今
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
市
民
参
加

の
地
域
防
災
カ
ル
テ
づ
く
り
で
す
。

そ
し
て
、
防
災
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と
は
、
防
災
カ
ル
テ
を
つ
く
る
た

め
の
実
地
調
査
の
こ
と
で
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
モ
デ
ル
コ
ー
ス
に
そ

っ
て
、
地
元
の
理
解
を
深
め
な
が

ら
学
ぶ
催
し
で
す
。

1

田
口
。

日
程
は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地

区
ご
と
（
我
孫
子
、
天
王
台
、
湖
北
・

新
木
、
布
佐
）
に
、
７
月
４
日
、
５

日
、
ｎ
日
、
狸
日
の
土
・
日
咄
日
に

行
い
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

午
前
中
は
、
地
元
の
自
然
、
歴
史

と
災
害
の
識
義
と
カ
ル
テ
作
成
の

雛
習
。
午
後
は
、
実
際
に
野
外
へ
出

て
付
近
の
史
跡
や
文
化
財
も
訪
ね

な
が
ら
、
崖
地
、
浸
水
地
帯
、
避
難

場
所
、
防
災
施
設
等
の
現
場
を
巡

り
、
防
災
カ
ル
テ
づ
く
り
の
実
習

を
試
み
ま
す
。

自
治
会
、
町
内
会
等
か
ら
の
参

加
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
体
験
を

▼防災ウオッチング日程今
年
も
６
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
沼
の
水
質
汚
濁
の
大

き
な
要
因
で
あ
る
チ
ッ
素
、
リ
ン

を
よ
く
吸
収
し
、
繁
殖
力
の
お
う

盛
な
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
の
性
質
を
利

用
し
、
浄
化
に
役
立
て
よ
う
と
昭

和
師
年
か
ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
１
万
株
の
極
株
を
手

賀
沼
公
園
大
堀
川
河
口
、
大
津
川

河
口
、
手
賀
大
橋
横
の
４
か
所
の

ほ
場
に
投
入
し
ま
し
た
。

秋
の
回
収
ま
で
に
チ
ッ
素
や
リ

ン
を
吸
収
し
、
わ
ず
か
癌
《
ン
脚
の

極
株
が
１
脚
以
上
に
も
な
り
、
株

数
も
”
倍
以
上
に
急
成
長
し
ま
す
。

ま
た
、
翌
２
日
に
住
ク
リ
ー
ン

手
賀
沼
推
進
協
議
会
に
よ
る
手
変

I

‐
ふ
ま
え
、
市
内
１
５
０
余
り
の
自

治
会
・
町
内
会
の
多
く
の
協
力
で

防
災
カ
ル
テ
が
作
ら
れ
る
な
ら
、

ま
た
、
そ
れ
ら
が
ま
と
め
ら
れ
市

全
体
を
網
羅
し
た
防
災
カ
ル
テ
集

が
作
ら
れ
た
な
ら
、
そ
れ
は
地
元

防
災
対
策
上
す
な
わ
ち
災
害
か
ら

安
全
な
街
づ
く
り
を
す
す
め
る
上

で
、
画
期
的
な
市
民
参
加
の
仕
事

と
な
る
で
し
ょ
う
。

一
般
の
方
々
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。
な
お
、
自
治
会
・
町
内
会
に

は
別
途
通
知
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
市

民
生
活
課
防
災
係

沼
清
揺
が
行
わ
れ
、
手
賀
大
橋
か

ら
西
側
の
沼
に
舟
、
そ
う
を
出
し

て
ゴ
ミ
や
不
法
投
棄
物
を
回
収
。

ピ
ン
や
カ
ン
、
古
タ
イ
ヤ
や
廃
材

等
約
３
．
８
ト
ン
も
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
は
、
昭
和
詔
年
か
ら

毎
年
５
回
程
度
行
わ
れ
、
今
ま
で

に
合
計
２
６
７
ト
ン
、
年
間
平
均
約

釦
ト
ン
も
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
て
い

ま
す
。

卜４
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

・
０
り
刈
り
叩
刈
り
叩
刈
り
１
ｉ
り
１
１
リ
ト
ー
リ
ー
１
１
１
‐
’
’
’
１
‐
‐
９
．
９
６
Ａ
？
１
０
７
０
Ａ
９
０
６
９
０
日
９
６
４
勺
０
且
９
４
４
９
０
４
９
６
．
９
６
４
９
６
４
９
、
Ａ
１
、
且
９
ｄ
９
ｐ
９
０
４
Ｖ
り
も
▽
勺

一
夏
の
尾
瀬
亨

一
訪
ね
て
み
義
セ
ん
伽

一
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

学
校
に
行
け
な
い
で
悩
ん
で
い

る
あ
な
た
。
自
然
の
中
で
新
し
い

し
昨
年
の
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ

自
然
・
友
だ
ち
と
ふ
れ
あ
い

新
し
い
自
分
発
見

０
．
ｌ
ｒ
Ｌ
１
Ｌ
▼
・
Ｉ
Ｌ
Ｏ
．

国
内
の
水
道
普
及
率
は
、
現
在

鯉
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
普
及
率

時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

厚
生
省
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
安
全
で
お
い
し
い
水
が
供
給

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
水
道
行

政
の
祇
極
的
な
推
進
を
図
り
、
広

く
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、

水
道
週
間
を
殻
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
「
安
全
で
す
水
道
の

水
で
す
う
ま
い
で
す
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
６
月
１
日
（
月
）
か
ら

全
国
的
に
広
報
活
動
な
ど
の
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
道
局
で
は
、
こ
の
運
動
の
一

仲
間
と
生
活
し
、
今
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
自
分
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
日
程
８
月
妬
日
（
火
）
か
ら
”

日
（
木
）
の
２
泊
３
日

▼
場
所
あ
す
な
る
の
里
（
茨
城

夏
の
尾
瀬
の
大
自
然
に
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
を
訪
ね
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
日
程
７
月
お
日
（
土
）
、
沁

日
（
日
）
の
１
泊
２
日

▼
場
所
尾
淑
沼
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス

▼
対
象
市
内
在
住
者

▼
定
員
如
名
（
応
募
多
数
の

1

環
と
し
て
、
「
水
道
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
、
写
真
』
を
募
集
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
課
題
ポ
ス
タ
ー
、
写
真
と
も

水
道
に
関
す
る
も
の
な
ら
可
、
作

品
の
大
き
き
、
作
風
は
自
由

▼
部
門
そ
れ
ぞ
れ
小
学
生
の
部
、

中
学
生
の
部
、
高
校
・
一
般
の
部

▼
締
め
切
り
６
月
鋤
日
（
火
）

▼
応
募
方
法
住
所
、
氏
名
、
年

齢
電
話
番
号
、
学
校
名
ま
た
は
職

業
を
明
記
し
、
直
接
又
は
郵
送

▼
宛
先
。
問
い
合
わ
せ
我
孫
子

▼
凸
二
日
７
且
１
０
０
７
４
７
△
６
１
□
９
６
■
１
，
１
△
０
可
ｌ
ｑ
０
１
１
４
１
Ａ
０
１
ｌ
Ｉ
１
１
１
‐
１
－

場
合
は
抽
選
）

▽
費
用
大
人
１
万
５
０
０
０
－

円
、
子
供
（
小
学
生
以
下
）
１
一

万
２
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
一

ハ
ガ
キ
（
１
枚
で
４
名
ま
で
画
一

に
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
（
全
一

員
）
、
年
齢
、
性
別
、
砥
話
番
号

を
明
記
し
、
６
月
知
日
（
火
、
必
｛

着
）
ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４
－

教
育
委
員
会
体
育
課
壷
（
弱
）
１

１
５
１
へ

※
な
お
、
当
選
者
へ
の
事
前
説
一

ま
で
に
我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委

校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保
謹

会
館
で
行
う
予
定
で
す
。

▼
宛
先
。
問
い
合
わ
せ
我
孫
子

１
６
８
４
水
道
局
経
営
管
理
課
経

営
管
理
係
壷
（
理
０
１
１
１

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〈

て
小
学
４
年
以
上
）

▼
対
象
市
内
小
・
中
学
校
に
在

明
会
を
７
月
哩
日
（
且
に
市
民
一
Ｉ

I ｜
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
５
月
調
・
釦
日

ヨ
ー

催
さ
れ
、
市
長
、
市
識
会
談
長
以

祥
の
地
、
愛
知
県
渥
美
町
で
開

第
６
回
柳
田
國
男
ゆ
か
り
サ
ミ
ッ
ト

下
週
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
「
日
本
民

の
両
日
、
「
椰
子
の
実
」
の
歌
発

一
一 第

６
回
「
柳
田
國
男
ゆ
か
り

ー

サ
ミ
ッ
ト
賞
・
地
域
交
流
な
ど
を
討
議

ヌーベル文化賞

深山正巳魂が受賞
手賀沼浄化活動が評価

F1

深
山
正
巳
さ
ん
（
手
賀
沼
漁
協

組
合
長
、
湖
北
台
在
住
）
が
「
ヌ
ー

ベ
ル
文
化
蛍
」
を
受
蛍
し
、
５
月
羽

日
主
）
、
柏
市
教
育
福
祉
会
館
で

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
の
黄
は
、
毎
年
、
東
葛
地
域
の

文
化
振
興
に
尽
く
し
た
人
２
名
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
年
で
５
回

目
。
市
内
か
ら
は
、
昨
年
受
微
し

た
小
熊
勝
夫
さ
ん
（
本
町
）
に
つ

づ
き
２
人
目
の
受
蛮
と
な
り
ま

し
た
。

俗
学
の
父
」
と
称
さ
れ
る
柳
田
國

男
ゆ
か
り
の
９
市
区
町
村
が
集

い
、
柳
田
民
俗
学
の
糖
神
を
学
び
、

互
い
に
交
流
を
深
め
る
目
的
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
は
、
４
５
０
人
余
り
の
参

加
者
で
埋
め
つ
く
さ
れ
、
基
調
諭

恢
、
椛
成
市
区
町
村
の
活

一
蹴

開
催
の
予
定
で
す
。

深
山
さ
ん
は
、
手
黄
沼
漁

協
組
合
長
を
務
め
、
長
年
の

手
賀
沼
浄
化
へ
の
努
力
が
縄

め
ら
れ
た
も
の
。

当
日
会
場
に
は
、
大
井
一

雄
市
長
、
中
村
宏
教
育
長
、
小

熊
勝
夫
ざ
ん
ら
関
係
者
や
一

般
参
加
の
約
１
５
０
名
が
出

席
。
も
う
一
人
の
受
徴
者
今

川
乱
魚
Ｉ
本
名
・
充
Ｉ
さ
ん

（
川
柳
、
柏
市
在
錐
）
と
共
に

祝
福
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

I

ー

佐

何可

７
月
廻
日
（
日
）

午前10時～午後3時

市
民
図
替
館
布
佐
分
館

湖
北
・
新
一

７
月
ｎ
日
（
土
）

湖
北
地
区
公
民
館

天
王
台

７
月
５
日
（
日
）

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

我
孫
子

７
月
４
日
（
土
）

防
本
部

地
区

日
程

時間

場
所

市
《
云

篝
識 定例会日程

平成4年第2回市議会定例会は、6

月9間(火)に開会されました。6月16

日以降の日程は次のとおりです。

◎6月16日(火)、17日（水）市政に対

する一般質問

◎6月18日（木）総務企画常任委員会、

環境経済常任委員会

◎6月1'9個（金）文教民生常任委員会、

都市建設常任委員会

◎6月22日（月）我孫子駅貨物線跡地

問題対策特別委員会

◎6月23個（火）議会運営委員会、委

貝長報告、討論、採決、閉会

念問い合わせ市議会事務局

あびこあれこれ
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「
特
別
な
こ
と
を
し
た
訳
で
は

な
い
が
調
査
員
の
人
た
ち
の
励
み

に
な
れ
ば
」
と
受
章
の
喜
び
を
と

つ
と
つ
と
語
る
。

桜
井
さ
ん
は
今
年
度
春
の
褒
章

で
、
国
勢
調
蚕
な
ど
の
統
計
調
査

に
お
け
る
功
繊
を
認
め
ら
れ
藍
綬

褒
章
を
受
章
し
た
。

統
計
調
査
と
の
か
か
わ
り
は
昭

和
型
年
に
鰻
地
セ
ン
サ
ス
調
査
員

に
任
命
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、

溺
年
の
第
７
回
か
ら
巧
回
ま
で
の

国
勢
調
査
、
加
年
か
ら
詔
回
に
も

お
よ
ぶ
農
業
基
本
調
査
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
弱
年
に
は
、
綿
密
な
調

査
に
基
づ
き
記
入
内
容
が
正
確
で

あ
っ
た
と
し
、
県
知
事
よ
り
功
労

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

扇1皀回

冒
剛
コ
ミ
三
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
脛

ひ

０
６
４
４
１
７
９
１
４
６
４
１
７
７
１
↑
６
６
１
１
７
，
↑
６
４
４
１
７
↓
４
１
７
７
１
０
６
６
４
１
７
１
↑
４
４
４
１
７
１
↑
７
７
７
７
１
７
，
↑
０
４
４
１
７
１
０
０
．
９
↓
１
，
↑
↓
’
↑
１
’
９
１
９
卦

今
年
も
恒
例
の
青
少
年
キ
ャ
ン

プ
を
１
泊
２
日
で
実
施
し
ま
す
。

夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り

に
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。▼

日
程
８
月
８
日
（
土
）
か
ら
９

統
計
調
査
以
外
で
も
詔
年
に
は
、

旧
布
佐
町
艇
協
の
設
立
に
尽
力

し
、
以
後
現
在
ま
で
役
員
を
務
め

る
ほ
か
鑓
年
か
ら
手
賀
沼
土
地
改

良
区
総
代
を
、
“
年
か
ら
座
業
委

員
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
域
農
業

の
振
興
に
も
寄
与
し
た
。

夏
休
み
に

楽
し
い
思
い
出
電

I

日
（
日
）
、
１
泊
２
日

▼
場
所
栃
木
県
ま
た
は
福
島
県

内
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
予
定

▼
対
象
市
内
の
小
学
４
．
５
．
６

年
生
お
よ
び
中
学
生

▼
定
員
卯
名
（
先
着
順
）

訓
訓
ｊ
▼
参
加
蜜
１
人
８
０

麹
熱
諺
霊

最
初
の
頃
は
「
こ
の
地
区
に
は

近
く
に
他
の
調
査
員
が
い
る
の
に

な
ぜ
あ
な
た
が
回
る
の
か
」
な
ど

と
言
わ
れ
た
り
、
刈
り
取
り
も
今

の
よ
う
に
機
械
化
さ
れ
る
前
で
、

艇
繁
期
の
調
査
は
、
夜
み
ん
な
が

一
服
し
て
い
る
こ
ろ
を
見
計
ら
っ

統計調査の功績で

藍綬褒章を受章した

▲
な
れ
な
い
飯
合
で
お

米
を
炊
い
て
食
事
の
用

意
を
す
る
子
供
た
ち

4

さくらいゆきお

櫻井幸雄さん
(浅間前新田）

い
合
映
画
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

’て
訪
問
し
た
り
、
昼
間
雨
で
腱

作
業
の
で
き
な
い
日
に
集
計
し

た
り
と
苦
労
も
多
か
っ
た
。
し

か
し
、
「
調
査
ご
苦
労
様
と
声
を

掛
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
う

れ
し
く
て
ね
」
と
懐
か
し
そ
う

に
話
す
。

正
確
な
調
査
の
秘
訣
は
「
艇

業
関
係
の
調
査
な
ど
で
地
域
内

を
回
っ
た
り
、
住
民
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
平
素
よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
を

把
握
し
て
お
く
こ
と
」
と
教
え

て
く
れ
た
。

最
近
は
他
の
調
査
員
の
手
伝

い
を
頼
ま
れ
る
こ
と
も
多
く

「
後
継
者
も
育
て
て
い
き
た

陣
と
意
欲
を
見
せ
る
。
鉦
歳
。

凸

一.テヱ一一一一一一一一÷一一÷一一一一一一一一 一一

夏
休
み
中
の
子
供
会
、
団
体
活

動
な
ど
に
映
画
会
を
企
画
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。
視
聴
党
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
で
は
ア
ニ
メ
、
児
童
劇
の

猫
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
約
１
１
０
本

保
有
し
て
い
ま
す
。

最
近
購
入
し
た
フ
ィ
ル
ム
に
は

次
の
よ
う
な
作
品
が
あ
り
ま
す
。

「
は
れ
、
と
き
ど
き
ぶ
た
」
「
あ
し
た

ぶ
た
の
日
、
ぶ
た
時
間
」
「
ド
ナ
ル
ド

ダ
ッ
ク
の
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
」

「
一
つ
の
花
」
「
モ
チ
モ
チ
の
誰
ヨ

ン
ギ
ツ
ネ
」
「
お
に
た
の
ぼ
う
し
」

「
三
丁
目
物
語
」
「
リ
ト
ル
ツ
イ
ン

ズ
」
「
ば
け
く
ら
べ
」
「
木
を
植
え
た

男
」
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
な
ど

▼
利
用
方
法
フ
ィ
ル
ム
・
映
写

機
と
も
貸
出
し
は
無
料
定
ミ
リ

映
写
機
操
作
諦
習
を
修
了
し
た
方

が
操
作
す
る
こ
と
）

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は

ア
ニ
メ
・
児
童
劇
が
約
Ⅲ
本

ロ

や

匡
ノ
ぞ
〉

蓬
霊
霊
轤
雪
＆必
》
■
州

聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
壷
弱
）
１
１

５
１
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

涼

※
視
聴
覚
教
材
目
録
（
平
成
４
年

版
）
を
ご
希
望
の
方
は
直
接
社
会

教
育
課
へコ

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く

の
科
し
百

つ
き
あ
う
に
は

、
ｂ
二

〃
″
心
、
、
、
、に

日
常
生
活
の
中
で
ス
ト
レ
ス
の
も
病
気
に
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
回
復
し
ま
す
。
し
か
し
、
適
応
一

原
因
と
な
る
も
の
は
い
ろ
い
ろ
と
く
、
各
人
の
素
質
や
性
格
、
そ
れ
に
が
あ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト

あ
り
ま
す
。
管
理
化
の
進
ん
だ
城
ス
ト
レ
ス
を
処
理
す
る
能
力
が
、
病
に
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

場
で
の
人
間
関
係
や
、
家
庭
の
中
発
症
す
る
か
ど
う
か
の
鍵
を
握
っ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
も
夫
婦
や
親
子
の
不
和
、
家
族
て
い
る
の
で
す
。
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど

の
病
気
、
受
験
な
ど
数
え
あ
げ
た
健
全
な
人
の
場
合
に
は
、
ス
ト
臓
病
は
、
こ
う
し
た
ス
ト
レ

ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ス
に
よ
る
不
調
和
が
起
き
て
関
連
す
る
病
気
と
さ
れ
て

こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
が
必
ず
し
も
、
一
時
的
で
し
ば
ら
く
す
れ
ば
す
。
そ
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
澱

五
月
初
め
の
水
田
の
ほ
と
り

に
、
白
い
花
を
付
け
た
ツ
ボ
ス
ミ

レ
が
群
生
し
て
い
た
。

同
じ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
で
も
、
他
の

草
が
生
い
茂
っ
た
所
の
も
の
は
、

他
の
草
と
競
合
す
る
か
の
よ
う
に

背
丈
も
高
く
、
葉
も
大
き
か
っ
た
。

花
は
白
く
、
上
の
二
弁
は
耳
の

よ
う
に
両
側
に
張
り
出
し
、
下
側

の
唇
弁
に
は
紫
色
の
縦
筋
が
入
っ

回
復
し
ま
す
。
し
か
し
、
適
応
障
害

が
あ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
レ
ス

病
に
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心

臓
病
は
、
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
と

関
連
す
る
病
気
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
澱
瘍
と

い
わ
れ
る
胃
淡
癌
・
十
二
指
腸
淡

瘍
や
、
緊
張
性
頭
痛
、
円
形
脱
毛
症

な
ど
数
多
く
の
病
気
が
ス
ト
レ
ス

と
関
連
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
多

い
現
代
社
会
を
生
き
ぬ
く
た
め
に

は
、
飲
酒
な
ど
で
逃
避
す
る
の
で

は
な
く
、
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ

き
あ
っ
て
解
消
し
て
い
く
と
い
う

祇
極
的
な
心
織
え
が
必
要
で
す
。

◎
ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
つ
き
あ
う

３
ケ
条

ツ ボスミレ 、

(すみれ科）
､

て
い
て
清
楚
だ
っ
た
。
ス
ミ
レ

は
春
の
野
を
飾
る
草
花
と
し
て

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
、
万
葉
集

に
も
ス
ミ
レ
の
歌
が
二
首
、
ツ

ボ
ス
ミ
レ
の
歌
が
二
首
記
載
さ

れ
て
い
る
。

「
山
吹
の
咲
き
た
る
野
辺
の

っ
ぽ
す
み
れ
こ
の
春
の
雨
に

盛
り
な
り
け
り
」

っ
霞
額
画
女
王
八
’
一
四
四
四

坪
蓮
と
い
う
の
は
、
元
々
庭
に

生
え
る
菫
を
総
称
し
た
言
葉
で

あ
り
、
こ
の
歌
が
ど
の
蓮
を
歌

っ
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い

が
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
を
歌
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
ヅ
ボ
ス
ミ
レ
は
別
名

肥
上
い
ず
み
れ

を
「
如
意
蓮
」
と
い
う
が
、
葉
の

形
が
仏
具
の
如
意
に
似
て
い
る

こ
と
に
よ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

①
あ
た
た
か
い
家
庭
を
つ
く
る

家
庭
外
で
受
け
た
ス
ト
レ
ス
を

受
け
と
め
、
や
わ
ら
げ
、
解
消
さ
せ

る
よ
う
夫
婦
や
親
子
そ
れ
ぞ
れ
の

努
力
に
よ
っ
て
あ
た
た
か
い
家
庭

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
エ
夫

※
自
分
な
り
の
生
活
目
標
を
立

て
、
前
向
き
に
努
力
す
る
。
※
自
分

に
合
っ
た
運
動
、
十
分
な
睡
眠
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
な
ど
で
体

を
快
調
に
保
つ
※
縮
神
的
、
時
間

的
ゆ
と
り
を
も
つ
※
打
ち
こ
め
る

趣
味
を
も
つ
※
近
隣
や
友
人
と
の

つ
き
あ
い
を
大
切
に
す
る
な
ど
で

肉
体
的
、
・
糖
神
的
バ
ラ
ン
ス
を
保

ち
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

③
悩
ま
ず
相
談
す
る

ひ
と
り
で
悩
み
苦
し
む
の
で
は

な
く
、
だ
れ
か
に
話
す
こ
と
で
、
ス

ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
消

賀
生
活
係
毎
（
理
１
１
１
１
内
線

３
２
９
へ

ウーマン
カレッジ

墓礎講座生

社
会
の
ざ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
性
（
先
潜
２
５
０
名
）

女
性
の
参
加
を
進
め
る
た
め
の
識
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

座
で
す
。
申
込
書
（
市
役
所
企
画
課
に
有

▼
日
程
。
場
所
７
月
２
日
（
木
）
り
）
に
記
入
の
う
え
６
月
配
日

９
日
（
木
）
遮
日
（
月
）
妬
日
（
木
）
釦
（
金
）
ま
で
に
〒
２
６
０
１
９

日
（
木
）
、
県
文
化
会
館
１
干
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
の

▼
時
間
午
前
、
時
鋤
分
か
ら
午
１
県
社
会
部
青
少
年
女
性
課
女

後
２
時
鋤
分
（
受
講
無
料
）
性
政
策
室
垂
０
４
３
（
２
２
３
）

▼
対
象
県
内
在
住
・
在
勤
の
女
２
０
６
１
へ

懸賞論文
選考結果
我孫子市青壮年会議

昨
年
広
報
あ
び
こ
ｎ
月
猫
日
号
校
）
、
努
力
賞
．
：
７
名

で
「
我
孫
子
市
の
活
性
化
の
た
め
◎
一
般
の
部

に
」
の
テ
ー
マ
で
論
文
を
募
集
し
優
秀
賞
…
安
田
い
く
代
「
ミ
ュ

た
と
こ
ろ
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
ｌ
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
我
孫
子
雛

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
想
」
（
湖
北
台
）
へ
佳
作
…
大
野
創

選
考
委
員
に
よ
り
審
蚕
の
結
果
次
弓
く
し
野
）
小
比
木
章
悦
（
我

記
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。
孫
子
）
、
努
力
賞
…
７
名

◎
小
中
学
生
の
部
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
青

優
秀
賞
…
高
須
正
洋
「
こ
ん
な
店
壮
年
会
議
岡
函
垂
（
理
３
０

あ
っ
た
ら
い
い
な
」
（
第
４
小
学
０
０
へ

、
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市東真子ち
視覚障害者に理解のある方。

惨期間7月1日から平成6年6

月30日まで（若干名､特に余曜円）

し申し込み・問い合わせ電話で

障害福祉課盆(85)1111へ

シ日時7月5日(日)午前10時か

ら午後0時30分（参加費1000円）

し場所中央公民館

医内容中国料理（水餃子、焼ビ

ーフンなど）

し講師孝信氏(中国西安出身）
倖定員35名（市内存{ｷ者、応募

多数は抽選。子供連れは不可）

し持参エプロン、ふきん1枚

し申し込み往復ハガキに講座名、

住所、氏名、年齢、性別、電話番

号を明記し、6月20日（土、消印

有効）までに我孫子新田34中央公

民館へ

し問い合わせ我孫子市国際理解

交流協会、間瀬云(84)1761

心身に障害のあるお子さんの育

児や就学など、教育上の問題で悩

んでいる方の相談です。

修日時8月4日(火)午前10時か

ら午後3時

世場所県立野田養護学校

し申し込み・問い合わせ電話で

6月23日(火)までに学校教育課学

務係奄(85)1151へ

(天王台・8
』
釈
Ｂ
ｌ
ｌ
ｄ
Ｈ
Ⅱ
、
９
▽
Ｔ
Ｉ
’
４
．

’当

県では、県内の事業所に勤務す

る女性などを対象に、女子労働問

題講座を開催します。（受講無料）

し日時7月7日(火)午前10時15

分から午後3時25分(先着150名）

し場所干葉県自治会館(干葉市）

惨内容◎働きやすい環境づくり

◎新しい女性の働き方◎職場の母

性健康管理

し申し込み・問い合わせ7月3

日(金)までに県商工労働部労政課

云043(223)2744へ

b

でがいはじめ

出貝基くん
（湖北台・6か月）

ろ

’ ’１
１
１
１
．
７
１
４
１
１

中小企業大学校東京校では、中

小企業者を対象に、各種の研修を

行っていますのでご利用ください。

い問い合わせ中小企業大学校東

京掴庶務部研修生課云0423(64)11

91へ

’ ⑮⑤⑨圃息シ期間7月1日（水）から29日

(水)の毎週水曜日、午後3時30分

から5時30分(参加費1000円）

＞場所湖北小学校体育館

凸定員30名(先着順､初心者歓迎）

し申し込み・問い合わせハガキ

に教室名、住所、氏名、年齢、電

話番号を明記し6月25日(木､必着）

までに、我孫子1684教育委員会体

育課容(85)1151

I
▼社会福祉事業基金|こと我孫子ロ

ータリークラブ様から明大マンド

リンクラブチャリティコンサート

の収益金20万円、日立精機(株)文

化体育委員会様からセイキファミ

リーデーのチャリティーバザー収

補今，万5280円､市民の方(匿名､船

戸)から3000円の寄付がありましだ。

▼緑の基金にと我孫子市緑化推進

協力会様から30万円､市民の方(匿

名)から2万円の司寸がありましだ。

▼湖北地区公民館にと常磐．立沢

建設共同企業体様と東進．野田建

設共同企業体様から絵画、（株)槙

設計事務所様から花瓶、（株)光風

ガーデン様から鉢植木6点、タカ

クラ写真店様からカメラ、秋谷岳

様からつくばい一式、田口殿様か

らしゆろ竹の寄贈がありましだ。

伝対象3～5歳の幼児(若干名）

少教室名柴崎(柴崎770)､湖北台

(湖北台3の1の8）

し保育時間月曜から金曜日午前

9時～午後2時で水曜日は11時30

分まで。なお、柴崎は9時30分か

らの保育です。

伝申し込み・問い合わせ柴崎教

宰令子公(85)2835､湖北台教室篭
もロ

居云(88)0185へ

ﾄ

’
国回国回

l

ll ’
巳巳時6月28日(日)午前9時湖

北駅改札口前集合、解散は正午

し内容正泉寺、手賀沼殉難碑、

中里市民の森、日秀観音等の見学

し参加費200円（資料代含む）

合申し込み・問い合わせ電話で

6月25日(木)までに我孫子の文化

を守る会三谷壷(83)1077(夜間)へ

I

l

l修巴時7月19日(日)午前g時

し場所市民体育館

し種目一般男女団体戦（2複．

S単、4～5名で霊園録）

し参加費1チーム4000円

し申し込み・問い合わせ現金塞

留で住所、氏名、電話番号、大会

名、団体名、種目を明記し、7月

3日(金･必着）までに、つくし野

3の5の103吉田常子垂(82)6974へ

惨日程7月3．7．10．14．17

日の計5回､午後1時から3時

し場所湖北地区公民館

し定員25名（市内存ｲギ者で応募

多数は抽選。参加費1000円）

し申し込み・問い合わせハガキ
ふ0,がな

に住所、氏名、年齢、電話番号、

教室名を明記し、6月25日（木、

消印有効）までに我孫子1684教育

委員会体育課云(85)1151へ

国 副国国
’

1

’ ’
市では、65歳以上の在宅ねたき

り高齢者を対象に、歯科の訪問診

療と保健指導を行っています。

ぜひご利用ください。

伝申し込み・問い合わせ保健セ

ンター丑(87)1131へ

戸曰時6月26日(金,午前10時30

分（先着20名、参加無料）

伝場所セントラルコート我孫子

多目的ホール(根戸十字路近く）

し内容r奇妙な出来事アトピー」

し申し込み・問い合わせ電話で

市民クラブ生活協同組合吉岡壷

(84)2577、館査(83)4517へ

夕

ｌ
卜
Ｉ

｜

’ ’
’ ’

1

健康体操の会会員修日時6月25日(木)午前10時か

ら正午（入場無料、湖北駅北口午

前9時50分発の送迎パス再り）

しテーマ「発達と保育｣～乳幼児

期に大切にしたいこと～

歩講師柴崎正行氏（文部省初等

中等教育局幼稚園課教科調査官）

し場所・問い合わせ身体障害者

福祉センター念(88)0141

’修日時毎週火．木曜日午前9時

から（主に市民会館大会議室）

し内容自彊術、真向法など

し会費週1回（月2000円)､週2

回（月3000円）

し申し込み・問い合わせ菊川壷

(82)3698、安藤盃(82)3933

鰯
》
６
月
鰯
蝿

回国回国
}

I ’
0

し職種精神薄弱者重生施設あら

き園の生活播導員

シ責格短・大卒以上で心理学・

教育学・社会学系を修めた方、ま

たは高卒以上で2年以上精神薄弱

者の福祉に関する事業に従事した

経験のある方

し申し込み・問い合わせ電話で

あらき園容(88)41;88へ

｜

’

’1
1

’
し目時・場所6月21日(日)午前

11時から午後4時、JR船橋駅北

口お祭り広場(小雨決行）

し内容雲飾支庁管内特産品の

展示即売

し問い合わせ東葛飾支庁総務課

念0〃3〔61)2111I ’’
q

１
１

腰巴時6月30日(火)1部午前10

時から正午、2部午後1時から3

時（申し込みは当日会場で受付） アマチュアバンドの真夏の祭典、

「第8回我孫子ヤングミュージッ

クフェスティバル」が、8月16日

(日)に行われます。

ただ会、出演バントミを募集して

います。バンド名、代表琶名を連

絡してください。

※テープ審査しますので、デモテ

ープを用意してください。

し応募資格市内在住・在学・在

勤者によるバンド

倖締め切り6月19日（金）

少申し込み・問い合わせ電話で

教育委員会社会教育課壷(85)1151

シ場所湖北地区公民館〃

抄講習曲潮来出島

傍参加嚢1:000円(テキスト代含）

※着物着用、扇持参、1．2部参

加の方は昼食持参

四

澱
陰問い合わせ我孫子日本舞踊協

会石濡(82)剛61

21ｺ且倖巴時6月21,日(日)午後1時30

分開場、2時開演（市民会館）

シ指揮舎村肇氏(入場料800円）

伝問い合わせ酒川壷(84)0311

盲人ガイドヘルバー 心身障害児巡回相談国際交流を兼ねた
料理講習会参加者

女子労働問題講座生

中小企業者研修
平成4年6月1日現在＊世帯数40,276世帯
人口122,433人男61,454人女60,979人

●市役所本庁85-1111●市民体育館87-1155

、つくし野支所84-8801②市民図書館本館84-1110湖北台
８
１
醜
例
０
２
一
一
８
８
８
８
所
所
壼
支
北
北
軸
蜘

分館87-3055布佐分館89-1311
移動図書館87-0909

●布佐支所89-2358③都市改造事務所85-1171
●教育委員会85-1151②身体障害者福祉センター88-0141
●水道局84-0111。あらき園88-4188
●消防暑84-0119●つつじ荘88-0123
●少年センター84-190,

●保健センター87-1131
○生活環境課(浄化槽)87-2379

(ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●市民会館84-3311○近隣センター布佐南89-3740
○公民館申央82-0515天王台北82-9988根戸83-5363
湖北地区88-4433○市民センター寿83-7722湖北

●鳥の博物館85-2212台88-9927布佐89-1193

躯帰ﾑﾙｰｰﾙ轆生

幼児教室幼児

史跡。文学散歩

第1回ABIKO
サマーカップ（卓球）

ヨガ教室生

ねたきり高齢者訪問
歯科診療制度

アトピー問題の映写会

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻーピｽ回(85)側3：おくれを持つ子の講演会

1⑰火

17水

18木

19金

20土

Z1e

22月

2誘火

24水

25木

26金

Z8e

29月

30火

壷法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度
壷つつじ超木館

E家消費生活相談＝市民ホール面談室10:00～15:00

g壷健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

〃税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

毒酒害相談＝保健センター9:30～11:30
唾･少年の日

個室日曜当番医＝テレホンサービス‘壷家庭の日
－休日鱸歯科認日=休日紺急歯科診緬(市民会箆内)9:冊~11:30
画結婚相談＝寿市民センター10:00～14:00

写心配ごと相談＝布佐受所9:00～15:00
〃市民図書館休館
腫霊鳥の博物館休館に毒つつじ荘休館

‘壷鳥の博物館休館

囎琴消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
9蚕アルコール家族教室＝天王台宵年館13:30～16:00

壷･人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00
‘ず水道料金納入期限＝預令口座握雪日

厘参｡市役所閉庁(一部の施設は除く）

‘蚕日臓当番医＝テレホンサービス

壷休日敷急歯科診闘日=休日鱸歯科診噸(市民会館内)9:00~11期

壷心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
－市民図書館休館§毒市民体育館休館
壷･脇の博物館休館‘家つつじ荘休館

画法律相談＝市民相談室9:00から先着10名程度
〃国民年金保険料納期限＝口座振替日

〃市･県民税納付期限留診つつじ荘休館

|臨時生活指導員

第8回我孫子ヤングミュージック
フェスティバル出場バンド

熊O日東副るさとﾌｪｱ

梅雨どきの交通
事故を防止しよう

うっとおしい梅雨の季節を

迎えました。この時期は降雨

のだめ路面が滑りやすく、視

界も悪くなります。次のこと

に心がけ、交通事故を防止し

ましょう。

◎スピー催は控え目にして車

間距離を十分にとる。

◎フロントガラスの汚れはこ

まめに取り除き、常に安全な

複堺を確保する。

◎自転車の傘さし運転はしない。

◎傘や雨具は、遠くからでも

目立つ明るい色のものにする。

日本舞踊一日講習会

回転木馬コンサート




